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捨
て
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源 

　
多
く
の
「
ご
み
」
は
、
資
源
と
し
て
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
資
源

を
リ
サ
イ
ク
ル
（
循
環
）
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
、
こ
う
し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
で
は
な
く
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す

る
た
め
、
今
後
も
分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
分
別
の
判
断
に
迷
っ
た
ら
、
収
集
日
程
表
の
裏
面
に
あ
る

「
ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド
」
や
「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
」
ま
た
は
「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
生
活
情
報
）
」
を
参

考
に
し
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
課 

ご
み
・
資
源
の 

出
し
方
を
再
点
検 
ご
み
・
資
源
の 

出
し
方
を
再
点
検 

※　　　は、市指定のごみ集積場やリサイクルステーションへ出せるもの 

正しい分別が資源活用への第一歩です 

飲食用のガラス瓶 
（無色、茶色、その他色、
生き瓶） 

リサイクルステーションへ
出す（月１回） 

地域（小中学校など）の資
源回収へ出す 
※集積場へは出さない 

家電小売店または市許可業
者へ引き取りを依頼する 
※集積場などへは出さない 

各連絡所の回収箱へ出す 
（随時） 

飲食用の缶 
（アルミ缶、スチール缶） 

ペットボトル 

資源の種類 出し方など 

発泡トレイ 
発泡スチロール 

紙容器 
（紙容器包装、包装用紙） 

印刷物 
（新聞、雑誌、チラシ、書籍） 

段ボール 

牛乳パック 

家電リサイクル品 
（テレビ、エアコン、洗濯
機、冷蔵庫・冷凍庫） 

＜注意事項＞ 

・中を軽く洗浄する 
・瓶・ペットボトルの
ふたは外す 

・缶・ペットボトルは
つぶさない 

・紙容器はひもで十文
字に縛る 

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
と
し
て
収
集
す
る
物 

燃えるごみ（台所ごみ、紙
くず類、プラスチック製品、
布類など） 

指定の可燃ごみ収集袋に入
れ、可燃ごみ集積場へ出す
（週２回） 
※必ず袋に記名する 

市役所・各連絡所にある回
収ボックスへ出す（随時） 

市許可業者に引き取りを依
頼する 
※集積場へは出さない 

指定シールを張り付けて、
不燃ごみ集積場へ出す 
（月１回） 

大森がれき処分場へ直接持
ち込む 
（毎月第２・４日曜日午前
９時～午後４時３０分） 

指定の不燃ごみ収集袋に入
れ、不燃ごみ集積場へ出す
（隔月１回） 
※必ず袋に記名する 

指定の不燃ごみ収集袋に入
れ、不燃ごみ集積場へ出す
（月１回） 
※必ず袋に記名する 

金物ごみ（飲食用缶以外の
金物類） 
ガラスごみ（飲食用瓶以外
のガラス類） 

乾電池、蛍光灯、体温計 

ごみの種類 出し方など 

陶磁器ごみ 
（陶器、ブロ
ック、コンク
リート、タイ
ル、レンガ、
瓦） 

粗大ごみ 
（燃える・金
物・ガラスで
指定袋に入
らない物） 

指定袋に入
る大きさで
２０kg以下の
物 

指定袋に入
らないか２０
kgを超える
物 

１５０×８０×
６０cm以内の
物 

１５０×８０×
６０cmを超え
る物 

ご
み
と
し
て
収
集
す
る
物 



3 広報かに 2004.4.15 2広報かに 2004.4.15

ら
の
「
合
併
協
議
申
し
入
れ
」
に
対

し
て
、
十
一
月
六
日
に
可
児
市
長
が

申
し
入
れ
の
受
け
入
れ
を
回
答
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
合
併
協
議
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
の
可
児
市
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、

厳
し
い
行
財
政
運
営
の
中
で
基
礎
的

自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
力
を
付

け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

に
と
っ
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
問

題
と
し
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
誠
実

に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し

た
。 

　
合
併
後
の
新
市
が
基
礎
的
自
治
体

と
し
て
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
よ

う
な
合
併
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
市

民
に
と
っ
て
良
い
合
併
で
あ
り
、
ま

た
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
協
議
を

続
け
て
き
ま
し
た
。 

   

　
任
意
の
合
併
検
討
協
議
会
で
の
協

議
を
経
て
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日

に
法
律
に
基
づ
い
た
「
可
児
市
郡
合

併
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
以

降
通
算
十
回
の
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
「
合
併
協

議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
合
併
協
議
会
で
は
、
千

六
百
に
の
ぼ
る
事
務
事
業
調
整
項
目

の
中
か
ら
主
な
項
目
を
合
併
協
定
項

目
と
し
て
四
十
四
項
目
に
集
約
し
、

協
議
し
て
き
ま
し
た
。 

          

　 　 　
第
九
回
協
議
会
ま
で
に
四
十
四
の

協
定
項
目
の
う
ち
、
三
十
七
項
目
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
四
項
目
が
継

続
協
議
と
な
り
、
新
市
建
設
計
画
な

ど
の
三
項
目
が
未
協
議
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
継
続
協
議
四
項
目
に
つ
い

て
は
、
最
後
ま
で
協
議
会
で
の
合
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
終
的
に

協
議
を
終
結
し
ま
し
た
。 

　
継
続
と
な
っ
た
協
議
項
目
「
商
工

・
観
光
関
係
事
業
」
「
財
産
の
取
扱

い
」
「
環
境
施
策
事
業
」
「
水
道
事

業
」
は
、
い
ず
れ
も
三
市
町
の
合
併

に
際
し
て
の
重
要
項
目
で
あ
る
と
考

え
、
事
務
レ
ベ
ル
で
の
調
整
に
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
協
議

会
へ
上
程
す
る
原
案
を
一
本
化
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
協
議
会
に
お
い
て

も
意
見
の
一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
表
―
２
の

よ
う
に
、
御
嵩
町
と
の
意
見
調
整
が

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
、
協
議
会
へ

も
二
案
併
記
で
提
案
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。 

   

　
一
年
に
及
ぶ
合
併
協
議
は
、
最
終

的
に
協
議
会
解
散
と
い
う
形
で
決
着

し
ま
し
た
が
、
今
後
の
可
児
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
上
で
も
貴

重
な
経
験
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
財
政
運
営
が
ま
す
ま
す
厳
し

さ
を
増
す
中
、
三
市
町
の
将
来
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
る
良
い
機
会
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
御
嵩
町
、
兼
山
町
と
は
広
域

行
政
の
一
員
と
し
て
、
同
じ
生
活
圏

を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て
、
今
後
と

も
連
携
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
総
合
政
策
課 

可児市郡の 
合併問題についてお知らせします 
３月３１日をもって可児市郡合併協議会が解散し、１市２町の合併協議が白紙となりました。 
ここでは、その経緯などとともに、市民報告会の開催についてお知らせします。 

●期日　４月２５日（日） 
●時間　午後２時から 
●場所　総合会館（市役所向かい） 
●内容　合併協議に関する経緯と結

果についての報告 

県
内
で
新
た
に
六
市
が
誕
生 

な
ぜ
今「
合
併
」な
の
で
し
ょ 

う
か 

広
域
行
政
か
ら
合
併
へ 

 

市
の
基
本
的
な
姿
勢 

合
併
協
議
会
で
事
務
事
業
を 

調
整 

 

四
項
目
の
合
意
が
得
ら
れ
ず 

広
域
行
政
と
し
て
連
携
を
強 

化 
 

     

　 

 

　
「
平
成
の
大
合
併
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
全
国
各
地
で
市
町
村
合
併

が
進
ん
で
い
ま
す
。
岐
阜
県
で
も
昨

年
四
月
一
日
に
山
県
市
、
五
月
一
日

に
瑞
穂
市
、
本
年
二
月
一
日
に
飛
騨

市
、
本
巣
市
、
三
月
一
日
に
郡
上
市
、

下
呂
市
が
新
し
く
合
併
に
よ
っ
て
誕

生
し
ま
し
た
。 

   
　
本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
情
報
通
信
技

術
の
発
達
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
伴

う
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
時
適
切
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
合
併
は
有
効
な

手
段
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
能
力
の
強
化
、
行
財
政
運
営
の

効
率
化
な
ど
合
併
の
効
果
を
求
め
て
、

特
に
財
政
基
盤
が
弱
い
町
村
な
ど
を

中
心
に
、
そ
の
動
き
が
加
速
し
て
い

る
の
で
す
。 

  

　
可
児
市
に
お
い
て
は
「
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
」
を
目
標
に
、
限

ら
れ
た
人
員
の
中
で
効
率
的
な
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
財
政
力
指
数
が
県
内
一

位
な
ど
、
他
市
町
村
に
比
べ
て
も
安

定
し
た
行
財
政
運
営
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
市
域
を
越
え
て
増

大
す
る
行
政
課
題
に
対
し
て
は
「
可

茂
広
域
行
政
」
や
「
中
濃
圏
域
地
方

拠
点
都
市
地
域
」
な
ど
広
域
行
政
に

よ
る
対
応
を
基
本
姿
勢
と
し
て
き
ま

し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
合
併
の
動
き
に
対
し

て
も
真
剣
に
受
け
止
め
て
対
応
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
、
支
障
な
く
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

　
今
回
の
可
児
市
、
御
嵩
町
、
兼
山

町
の
合
併
協
議
に
つ
い
て
は
、
表
―

１
に
あ
る
通
り
、
平
成
十
四
年
十
月

二
十
四
日
の
御
嵩
・
兼
山
両
町
長
か 

市民報告会を開催 
ぜひ皆さんご参加ください 

御嵩町議会議長、兼山町議会議長の連名で、可児市議会議長に「合併協
議の申し入れ」提出（可児地域１市２町の基本的枠組みの中での合併協議） 

市町村合併問題懇談会を開催（出席者：各種団体代表者）

可児郡町村会長兼山町長、同会副会長御嵩町長の連名で、
可児市長に「可児市郡合併協議について」申し入れ 

可児市長は、市議会に「協議を進める」旨の意向を伝える 

市議会総務企画委員会で「可児市、御嵩町、兼山町の市町
村合併の推進についての請願書」を採択すべきと決定 

可児市長「合併協議の申し入れに対する」回答（御嵩町長、兼山町長宛） 

可児市郡合併検討協議会設置準備室設置 

可児市議会「可児市、御嵩町、兼山町の市町村合併の推
進についての請願」採択 
可児市議会合併検討特別委員会を設置 

可児市郡合併検討協議会設置 
第１回可児市郡合併検討協議会開催 

第２回可児市郡合併検討協議会開催 

第３回可児市郡合併検討協議会開催 

第４回可児市郡合併検討協議会開催 

第５回可児市郡合併検討協議会開催 

可児市議会において可児市郡合併協議会設置議案を可決 

可児市郡合併協議会規約制定に係る協議書締結 

可児市郡合併協議会を設置・可児市郡合併協議会規約に関する協議書締結 
協議会設置届出、合併重点支援地域の指定申請 

合併重点支援地域の指定 

第１回可児市郡合併協議会開催 

第２回可児市郡合併協議会開催 

第３回可児市郡合併協議会開催 

可児市郡合併問題懇談会を開催（出席者：各種団体代表者１２５名） 

第４回可児市郡合併協議会開催 

第５回可児市郡合併協議会開催 

第６回可児市郡合併協議会開催 

第７回可児市郡合併協議会開催 

第８回可児市郡合併協議会開催 

第９回可児市郡合併協議会開催 

３市町の首長・議長会談（今後の合併協議会の進め方等を協議） 

第１０回可児市郡合併協議会開催 

平成１５年 

 ４月１０日 

 ５月  ９日 

 ５月２７日 

 ６月１８日 

 ６月２１日 

１１月１９日 

１２月１９日 

 平成１６年　１月２１日 

 ２月  ３日 

 ２月２５日 

 ３月１１日 

 ３月１５日 

 ３月２３日 

 平成１５年　３月１０日 

 ３月２０日 

 ３月３１日 

 ４月  １日 

 ６月１９日 

１０月２８日 

 平成１４年　４月１６日 

１０月２４日 

１１月  ５日 

１１月  ６日 

１２月  １日 

１２月  ３日 

１２月１９日 

 １月２２日 

 ２月１０日 

 ２月２７日 

表-１　これまでの可児市郡合併協議の経緯 
年　月　日 年　月　日 経　　　　過　　　　内　　　　容 経　　　　過　　　　内　　　　容 

【工業団地の状況】  
「グリーンテクノみたけ」の未分譲地の取扱いについては、御嵩町において信託期間内に課題解決できるよう調
整に努めるものとする  
（参考）★★★工業団地「グリーンテクノみたけ」の土地信託契約について★★★  
　町有林の土地に町と信託銀行（中央三井信託銀行）とが「土地信託契約」を締結し、信託銀行が工業団地を
造成し企業に分譲する。町は、分譲売却額の一部を配当として収入する。土地信託契約期限は、平成１６年１０月
３１日。現在は、約３６haのうち約５３％が未分譲であり、土地信託期限内に分譲ができない場合は、造成した建設業
者JV３社がその借入金残額推定４９億６千万円（H１６.１０：想定金利２％）を負担することになっている 

水道事業については、当面の間現行のとおりとする 
ただし、  
１．水道事業会計については、合併時に統合する  
２．料金体系については、当面の間現行のとおりとし、新
市における料金体系を合併後５年以内に統一する  
３．水道加入分担金については、３市町の制度をそれぞれ
現行どおり存続し、水道料金改定に合わせて検討する  
４．御嵩町が策定を進めている第４次拡張計画における
上水道からの分水方式による上水道供給施設整備事
業は、新市において引き継ぎ、無水道地域の解消を図る 
なお、整備完了後は、公営企業会計へ移管する 

水道事業については、当面の間現行のとおりとする 
ただし、  
１．水道事業会計については、合併時に統合する  
２．料金体系については、当面の間現行のとおりとし、新
市における料金体系を合併後５年以内に統一に向け
て調整する  
３．水道加入分担金については、３市町の制度をそれぞ
れ現行どおり存続し、水道料金改定に合わせて検討す
る  
４．水道事業拡張・整備計画については、合併後、速や
かに全体の整備計画を策定する 

　御嵩町、兼山町の財産及び債務は、すべて可児市
に引き継ぐものとする  
　ただし、御嵩町の所有する山林（土地信託事業にか
かる信託財産を除く。）は、合併時に財産区を設置し、
財産区管理会を設けて管理運営にあたる  
　なお、当該山林にかかる分収林契約については、財
産区に引き継ぐ 

　御嵩町、兼山町の財産及び債務は、すべて可児市
に引き継ぐものとする 

 

　合併後に、可児市の例に準じ再編する 
　ただし、公害防止協定の見直しにあたっては、環境
保全協定への転換を検討する 

 

　合併時に廃止する 
　ただし、現在御嵩町において「環境の保全と創造に
関する協定」を締結済の事業所については、新市にお
いて公害防止協定を見直すまでの間、協定を継続する 

 

　合併時に廃止し、合併後、環境施策の中で検討する 

 

　合併時までに退会する 

 

　合併後に、可児市の例に準じ再編し、速やかに地球
環境保全対策を含め、より一層、地域環境を良くしてい
くための新たな「環境保全協定」へ転換を図る 

 

　現在御嵩町において「環境の保全と創造に関する
協定」を締結済みの事業所については、新市において
新たな「環境保全協定」を策定するまで、協定を継続
する 

 

　合併後に、御嵩町の例に準じ再編する 

 

　産廃問題が完全に解消すれば退会する 

「財産の取扱いについて」の協議案に絡む問題なので、そこであわせて協議する 

水道事業について  

商工・観光関係事業について  

ごみ収集・リサイクル・その他の環境施策事業について  

可　児　市 御　嵩　町 

表‐２　可児市と御嵩町の主張の相違　（継続協議　４項目） 

財産の取扱いについて 

【公害防止協定】 

【環境の保全と創造に関する協定書】 

【環境オンブズパーソン】 【環境マイスター】 【マナーアップ犬の散歩倶楽部】 

【全国産廃問題市町村連絡会】 



火
消
し
の
魂
　
受
け
継
い
で

火
消
し
の
魂
　
受
け
継
い
で

火
消
し
の
魂
　
受
け
継
い
で

火
消
し
の
魂
　
受
け
継
い
で

消
防
団
入
退
団
式
が
４
月
４
日（
日
）市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ 

ま
し
た
。 

長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
退
団
者
の
皆
さ
ん
と
新
し
く
団
員 

に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
） 

退
団
者
の
皆
さ
ん 

﹇
第
一
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
市
原
崇
光
　
班
長

＝
肥
田
光
久
・
渡
辺
光
祥
・
日
比
野

守
　
団
員
＝
鈴
木
喜
洋
・
和
田
幸
治
・ 

永
田
賢
一
・
日
比
野
行
伸
・
伊
佐
治

慶
磨
　
第
二
部
　
部
長
＝
奥
村
孝
尚

班
長
＝
加
藤
浩
・
伊
佐
治
和
幸
　
団

員
＝
市
原
直
樹
・
古
田
幸
男
・
渡
辺

茂
人
・
玉
田
伸
一
　
第
三
部
　
部
長

＝
河
村
泰
宏
　
班
長
＝
三
宅
雅
人
・

柘
植
真
也
・
林
繁
美
　
団
員
＝
田
口

恒
徳
・
山
本
弘
一
・
小
森
章
裕
・
水

田
健
一
　
第
四
部
　
部
長
＝
田
牧
公

平
　
班
長
＝
千
藤
琢
弥
・
太
田
秀
和

・
安
藤
孝
宏
　
団
員
＝
溝
口
雅
人
・

梅
田
徹 

﹇
第
二
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
坂
口
幸
和
　
班
長

＝
長
谷
川
隆
・
三
品
和
徳
・
大
竹
克

典
・
森
下
美
孝
　
団
員
＝
奥
村
光
則

・
田
口
恭
啓
・
宇
田
誠
　
第
二
部

部
長
＝
長
瀬
治
義
　
班
長
＝
今
井
一

貴
・
長
谷
川
浩
之
・
渡
辺
真
治
　
団

員
＝
篠
田
隆
・
稲
垣
勤
・
宮
島
智
之
・

才
木
秀
仁
　
第
三
部
　
部
長
＝
大

沢
和
彦
　
班
長
＝
林
宏
明
　
三
品
幸

人
・
大
沢
恭
二
　
団
員
＝
渡
邉
勝
・

奥
村
栄
司
・
古
田
至
成
　
第
四
部

部
長
＝
井
藤
裕
司
　
班
長
＝
井
藤
和

彦
・
三
宅
英
仁
・
岡
本
智
則
・
石
神

亮
　
団
員
＝
土
田
裕
明
・
金
子
和
樹 

﹇
第
三
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
前
田
伸
寿
　
班
長

＝
澤
井
誠
　
生
田
範
秋
　
吉
田
勝
也
・ 

玉
木
浩
文
　
団
員
＝
奥
村
洋
・
梅
田

京
二
・
山
田
多
聞
・
吉
田
栄
　
第
二

部
　
部
長
＝
今
井
啓
二
　
班
長
＝
奥

村
恵
洋
・
大
沢
武
記
・
浅
井
忍
　
団

員
＝
前
島
謙
二
・
土
田
幹
治
・
柏
倉

信
博
　
第
三
部
　
部
長
＝
三
好
英
隆

班
長
＝
渡
辺
善
継
・
玉
置
明
彦
・
伊

藤
高
行
・
大
矢
昭
一
　
団
員
＝
小
池

晴
美
・
大
塚
守
・
三
宅
冬
紀
・
沢
野

博
俊
・
野
村
正
至
・
梅
本
征
吾
・
中

根
勝
也
　
第
四
部
　
部
長
＝
高
田
初

男
　
班
長
＝
水
野
真
澄
・
田
谷
和
義

・
織
田
幸
治
・
中
西
利
晴
・
金
子
嘉

明
　
団
員
＝
亀
谷
典
央
・
野
口
洋
一
・

加
地
俊
哉
・
尾
関
信
也
・
伊
藤
真
純

・
丹
羽
啓
介
・
井
道
宏
明
・
小
野
寺

謙
治
・
宮
田
大
悟 

﹇
第
四
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
山
口
功
　
班
長
＝

若
尾
忠
・
林
幸
司
・
丹
羽
一
友
・
加

藤
隆
男
　
団
員
＝
高
橋
健
・
三
宅
孝

典
　
第
二
部
　
部
長
＝
三
宅
清
隆

班
長
＝
鈴
木
伸
宏
・
前
田
栄
司
・
本

田
直
樹
・
早
川
茂
　
第
三
部
　
部
長

＝
肥
田
充
教
　
班
長
＝
田
島
純
平
・

伊
藤
嘉
高
・
野
尻
康
宏
　
団
員
＝
伊

藤
宏
晃
・
後
藤
謙
輔 

入
団
の
皆
さ
ん 
 ﹇

第
一
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
奥
村
茂
明
　
班
長

＝
小
池
祐
功
・
金
子
勝
彦
・
渡
辺
厚 

団
員
＝
松
久
保
譲
治
・
佐
賀
洋
紀
・

三
宅
智
之
・
楓
博
貴
・
秋
山
吉
寿 

第
二
部
　
部
長
＝
奥
村
博
幸
　
班
長

＝
古
田
卓
也
・
奥
村
篤
　
団
員
＝
栗

本
正
高
・
金
子
連
・
佐
藤
拓
郎
・
古

田
佳
輝
　
第
三
部
　
部
長
＝
三
宅
俊

文
　
班
長
＝
日
置
浩
・
三
宅
直
人
・

津
田
竜
二
　
団
員
＝
川
口
直
樹
・
三

宅
浩
二
・
伊
藤
和
彦
・
小
林
契
　
第

四
部
　
部
長
＝
加
藤
俊
秀
　
団
員
＝ 

渡
辺
誠
二
・
太
田
国
盛
・
太
田
英
貴

・
村
井
勝
利
・
桑
下
俊
治 

﹇
第
二
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
田
中
正
規
　
班
長

＝
金
本
龍
水
・
三
品
克
二
・
木
全
淳

児
・
池
田
浩
明
　
団
員
＝
横
山
大
介

・
西
濱
幸
太
・
磯
野
昌
臣
・
板
倉
彰 

第
二
部
　
部
長
＝
渡
辺
智
英
　
班
長

＝
羽
賀
寿
・
亀
谷
英
樹
・
安
藤
裕
康 

団
員
＝
柘
植
光
弘
・
唐
沢
信
行
・
礒

谷
憲
次
朗
・
矢
入
稔
久
　
第
三
部

部
長
＝
池
井
戸
誠
　
班
長
＝
伊
左
次

誠
・
村
瀬
靖
・
曽
我
信
司
　
団
員
＝

杉
山
俊
也
・
加
藤
君
宜
・
山
口
裕 

第
四
部
　
部
長
＝
奥
田
正
人
　
団
員

＝
山
田
和
由
・
後
藤
文
彦
・
竪
山
雄

二
・
藤
井
寛
之
・
佐
橋
優
一
・
佐
橋

昌
紀 

﹇
第
三
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
吉
田
順
彦
　
班
長

＝
江
口
晴
幸
・
若
尾
孝
弘
・
佐
々
知

也
・
勝
野
博
志
　
団
員
＝
本
田
将
司

・
奥
村
建
一
・
可
児
俊
也
・
吉
田
裕

一
　
第
二
部
　
部
長
＝
細
川
正
幸 

団
員
＝
林
数
馬
・
前
田
隆
秀
・
松
尾

三
仁
・
大
澤
伸
光
・
土
田
昌
義
・
兼

松
孝
司
　
第
三
部
　
部
長
＝
齋
藤
友

次
　
班
長
＝
田
口
泰
章
・
南
家
圭
一

郎
・
内
野
修
身
・
永
松
伸
一
　
団
員

＝
宮
地
崇
晃
・
渡
辺
英
治
・
前
田
芳

樹
・
増
田
康
男
・
西
垣
義
博
・
小
池

学
・
大
澤
将
之
　
第
四
部
　
部
長
＝

亀
谷
比
斗
志
　
班
長
＝
亀
谷
弘
毅
・

尾
関
俊
幸
・
福
原
成
人
・
田
中
敬 

団
員
＝
斉
藤
立
人
・
亀
谷
和
文
・
伊

藤
孝
・
　
山
茂
樹
・
伊
藤
秀
明
・
柿

　
弘
臣
・
古
田
拓
郎
・
加
藤
勝
・
小

泉
孝
宏
・
杉
本
知
昭 

﹇
第
四
分
団
﹈ 

第
一
部
　
部
長
＝
足
立
昌
久
　
団
員

加
藤
景
久
・
若
尾
智
・
高
橋
和
久
・ 

高
橋
将
也
・
佐
橋
政
彦
・
各
務
稔
弘 

第
二
部
　
部
長
＝
三
好
誠
司
　
団
員

＝
大
隈
英
樹
・
渡
辺
和
孝
・
金
子
昌

弘
・
太
田
徳
保
　
第
三
部
　
部
長
＝

渡
辺
徳
幸
　
団
員
＝
横
山
雄
俊
・
渡

辺
真
史
・
村
田
真
都
・
道
家
祐
史
・

林
桂
太
郎
・
林
功
治 

●
問
合
先
　
総
務
課 

平
成
１６
年
度
可
児
市
消
防
団
入
退
団
式 

4広報かに 2004.4.15
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火
消
し
の
魂
　
受
け
継
い
で

企
画
部 

●
総
合
政
策
課
　
企
画
統
計
係
長
兼

土
地
開
発
公
社
事
務
局
業
務
係
長
＝

西
田
清
美
（
管
財
課
） 

●
市
政
情
報
課
　
広
報
広
聴
係
長
＝

佐
藤
誠
（
総
合
政
策
課
《
可
児
市
郡

合
併
協
議
会
》
） 

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
ま
ち
づ
く

り
支
援
係
長
＝
堀
部
建
樹
（
下
恵
土

連
絡
所
） 

●
今
渡
連
絡
所
　
所
長
＝
桜
井
孝
治

（
環
境
課
） 

●
川
合
連
絡
所
　
所
長
＝
玉
野
貴
裕

（
環
境
課
） 

●
下
恵
土
連
絡
所
　
所
長
＝
田
上
元

一
（
総
合
政
策
課
） 

●
中
恵
土
連
絡
所
　
所
長
＝
森
敏
明

（
福
祉
課
《
兼
　
ふ
れ
あ
い
の
里
可

児
》
） 

総
務
部 

●
総
務
課
　
消
防
防
災
係
長
＝
渡
辺

英
幸
（
今
渡
連
絡
所
） 

●
管
財
課
　
課
長
＝
長
谷
川
強
（
い

き
い
き
長
寿
課
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
可
児
川
苑
・
福
寿
苑
）
　
管
理
係

長
＝
守
口
忠
志
（
教
育
総
務
課
） 

●
工
事
検
査
室
　
工
事
検
査
係
長
＝

佐
合
清
吾
（
農
林
課
） 

●
市
民
課
　
課
長
＝
三
宅
憲
義
（
管

財
課
）
　
住
民
登
録
係
長
＝
渡
辺
満

典
（
福
祉
課
《
兼
　
社
会
福
祉
協
議

会
》
） 

環
境
経
済
部 

参
事
（
観
光
交
流
担
当
）
＝
山
田
隆

治
（
総
合
政
策
課
《
可
児
市
郡
合
併

協
議
会
》
） 

●
環
境
課
　
環
境
保
全
係
長
＝
各
務

英
毅
（
都
市
整
備
課
） 

●
農
林
課
　
農
業
土
木
係
長
＝
奥
村

建
示
（
都
市
計
画
課
） 

●
商
工
観
光
課
　
課
長
＝
中
島
繁
昇

（
秘
書
課
《
岐
阜
県
市
町
村
職
員
研

修
セ
ン
タ
ー
》
） 

健
康
福
祉
部 

●
福
祉
課
　
福
祉
係
長
＝
若
山
剛
次

（
生
涯
学
習
課
）
　
主
査
《
兼
　
社

会
福
祉
協
議
会
》
＝
渡
辺
清
文
（
商

工
観
光
課
《
岐
阜
県
へ
派
遣
》
） 

●
こ
ど
も
課
　
課
長
＝
古
山
隆
行

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
　
子
育
て

支
援
係
長
＝
高
木
和
博
（
教
育
総
務

課
）
　
こ
ど
も
家
庭
係
長
＝
纐
纈
新

吾
（
福
祉
課
） 

●
い
き
い
き
長
寿
課
　
課
長
＝
奥
村

晴
保
（
商
工
観
光
課
）
　
福
祉
医
療

係
長
＝
林
良
三
（
水
道
課
） 

●
健
康
増
進
課
　
母
子
保
健
係
長
＝

岡
田
道
子
（
生
涯
学
習
課
）
　
成
人

保
健
係
長
＝
井
上
さ
よ
子
（
健
康
増

進
課
） 

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
可
児
川
苑
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
寿
苑
　
可
児

川
苑
所
長
兼
苑
長
兼
福
寿
苑
所
長
＝

渡
辺
光
雄
（
維
持
管
理
課
）
　
福
寿

苑
長
＝
澤
田
直
明
（
水
道
課
） 

建
設
部 

●
都
市
計
画
課
　
街
路
公
園
係
長
＝

田
中
正
規
（
土
木
課
） 

●
土
木
課
　
用
地
対
策
係
長
＝
田
中

俊
夫
（
生
涯
学
習
課
） 

●
維
持
管
理
課
　
課
長
＝
樋
口
孝
男

（
土
木
課
） 

●
都
市
整
備
課
　
換
地
補
償
係
長
＝

所
良
直
（
工
事
検
査
室
） 

●
県
道
用
地
対
策
室
　
室
長
＝
篠
田

幸
治
（
農
業
委
員
会
事
務
局
） 

水
道
部 

●
水
道
課
　
経
理
係
長
＝
宮
地
直
木

（
い
き
い
き
長
寿
課
）
　
管
理
給
水

係
長
＝
渡
辺
義
信
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
） 

●
下
水
道
課
　
庶
務
係
長
＝
平
田
稔

（
議
会
事
務
局
） 

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】 

教
育
部 

●
教
育
総
務
課
　
総
務
係
長
＝
山
口

功
（
市
政
情
報
課
） 

●
学
校
教
育
課
　
主
任
指
導
主
事
＝

関
文
美
（
中
部
中
学
校
）
　
学
校
教

育
係
長
＝
兼
松
君
子
（
市
民
課
） 

●
生
涯
学
習
課
　
青
少
年
係
長
＝
佐

久
間
正
明
（
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市

場
）
　
公
民
館
係
長
＝
小
栗
正
好

（
福
祉
課
） 

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
＝
勝
野
正
規
（
総
務
課
）
　
指

導
主
事
＝
谷
貝
眞
（
広
見
小
学
校
） 

【
議
会
事
務
局
】 

総
務
課
長
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長

＝
安
藤
千
秋
（
下
水
道
課
） 

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】 

課
長
＝
小
林
正
樹
（
市
民
課
） 

【
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
】 

次
長
兼
業
務
管
理
係
長
＝
奥
村
幸
夫

（
学
校
教
育
課
） 

【
岐
阜
県
へ
派
遣
】 

遠
藤
文
彦
（
総
合
政
策
課
） 

【
岐
阜
県
教
育
委
員
会
へ
復
帰
】 

若
原
俊
和
（
学
校
教
育
課
）
　
石
坂

弘
志
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
） 

〔
新
規
採
用
職
員
〕
（
カ
ッ
コ
内
は

配
属
部
署
） 

三
輪
明
日
香
（
税
務
課
）
　
臼
井

裕
美
（
市
民
課
）
　
熊
澤
秀
彦
（
環

境
課
）
　
加
納
芙
由
子
（
商
工
観

光
課
）
　
前
田
浩
介
（
こ
ど
も
課
）

内
田
し
な
え
（
健
康
増
進
課
）
　
渡

辺
旭
（
国
保
年
金
課
）
　
　
塚
麻

衣
（
久
々
利
保
育
園
）
　
金
澤
知
里

（
め
ぐ
み
保
育
園
）
　
草
野
亜
紀
彦

（
土
木
課
） 

〔
退
職
者
〕 

渡
辺
栄
太
郎
　
　
木
洋
子
　
奥
村

勝
彦
　
金
子
東
洋
一
　
田
牧
和
子

小
口
敬
子
　
梅
田
三
郎
　
玉
置
喜

久
代
　
　
木
佳
子
　
福
本
か
お
り

近
藤
香
織 

●
問
合
先
　
秘
書
課 

４月１日付けで次の職員が異動しました。 

限られた職員数の中で、新たな行政課題や増大する行政需要に対応していく
ため、組織の活性化と柔軟で効率的な運営を目指し、適材適所に配慮した職
員配置に努めました。新しい人事体制で、さらなる行政サービスの向上と、効率
的な行政運営を進めていきます。（係長以上、カッコ内は前担当部署） 

市職員の異動 市職員の異動 

福祉事務所に新設されたこども課 
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●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

市観光協会と可児商工会議所では、５月８日
（土）に花フェスタ記念公園（瀬田）で開催さ
れる「花紀行１０，０００人コンサート」の前売り
入場券を販売しています。ご利用ください。
なお、出演者や内容、その他の販売場所など

詳しくは「広報かに」４月１５日号に折り込ま
れたチラシをご覧ください。
●販売・問合先 市観光協会（商工観光課内）、
可児商工会議所（市役所向かい、総合会館内）
u}００１１

前売り入場券を販売中前売り入場券を販売中

ア
ル
ミ
缶
…
…
…
…
オ
レ
ン
ジ
色

ガ
ラ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
緑
色

草
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
透
明

陶
器
…
…
…
…
…
…
…
…
乳
白
色

花
の
種
ま
き
・
苗
植
え

・
清
掃
後
、
地
区
の
花
壇
や
公
共
施

設
に
花
の
種
ま
き
、
苗
の
植
え
付

け
を
し
て
く
だ
さ
い

※
希
望
者
に
は
、
４
月
１９
日
（
月
）

か
ら
、
各
連
絡
所
で
花
の
種
（
サ

ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
ト

レ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
）
を

先
着
順
で
配
布
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

・
草
は
で
き
る
限
り
各
自
治
会
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い

・
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
家
庭
の
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
の

で
、
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先

維
持
管
理
課

市
民
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
―――

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

可
児
市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推

進
協
議
会
は
、「
第
２２
回
市
民
健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

●
期
日

５
月
１１
日
（
火
）
雨
天
決

行
●
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
〜
９
時
２０
分
）

●
集
合
場
所

中
恵
土
公
民
館

●
コ
ー
ス

公
民
館
発
着
の
約
７
㎞

●
対
象
者

健
康
に
自
信
が
あ
り
、

完
歩
で
き
る
人

●
持
ち
物

水
筒
、
歩
け
る
服
装
と

靴
●
参
加
費

無
料

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

健
康
増
進
課

可
児
紙
飛
行
機
ク
ラ
ブ
――――――――

紙
飛
行
機
を
飛
ば
そ
う

可
児
紙
飛
行
機
ク
ラ
ブ
は
、
東
海

紙
飛
行
機
選
手
権
大
会
「
シ
ャ
チ
ホ

コ
カ
ッ
プ
in
可
児
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
９
日
（
日
）

雨
天

の
場
合
は
５
月
１６
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜

●
場
所

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
内
容

紙
飛
行
機
教
室
で
は
、
そ

の
場
で
製
作
、
調
整
、
飛
ば
し
方

を
指
導
し
、
実
際
に
飛
ば
し
て
計

測
（
１２
秒
以
上
飛
ん
だ
人
に
は
、

紙
飛
行
機
名
人
認
定
証
を
発
行
）

●
対
象

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費

無
料

※
小
学
生
〜
高
校
生
（
先
着
８０
人
）

に
は
、
高
性
能
競
技
機
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先

同
ク
ラ
ブ
の
松
崎
清
幸

さ
ん
　
u
０
９
０
（
７
６
０
１
）

１
２
６
１

可
児
お
や
こ
劇
場
――――――――――――

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

可
児
お
や
こ
劇
場
は
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
た
か
は
し
べ
ん

さ
ん
を
迎
え
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
期
日

５
月
８
日
（
土
）

●
時
間

午
後
７
時
〜

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
入
場
料

４
歳
以
上
・
１
人
２
５

０
０
円
（
２
人
以
上
は
１
人
２
０

０
０
円
）

●
申
込
・
問
合
先

可
児
お
や
こ
劇

場

u
‹
Ä
３
２
９
５

花
い
っ
ぱ
い
運
動
――――――――――――

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
こ
の
春

も
実
施
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

５
月
９
日
（
日
）
午
前
中

雨
天
の
場
合
は
５
月
１６
日
（
日
）

●
内
容

清
掃
と
花
の
種
ま
き
、
苗

植
え

清
掃

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
の
清
掃

・
ご
み
は
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た

収
集
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
集

積
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
（
後

日
、
市
が
回
収
し
ま
す
）

〔
収
集
袋
の
色
〕

可
燃
物
…
…
…
…
…
…
…
…
黄
色

金
物
…
…
…
…
…
…
…
ピ
ン
ク
色

催
し

花の苗を植える東住吉自治会の皆さん（昨年）

花紀行10，000人コンサート

ゴールを目指し歩く参加者（昨年）
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
――――――――――

筋
ト
レ
で
介
護
予
防
を

市
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
転
倒
や
骨
折

の
予
防
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ
「
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
」
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
間

６
月
か
ら
３
年
間
（
グ
ル

ー
プ
で
週
１
回
と
個
人
で
週
１
回
）

●
場
所

可
児
川
苑
（
坂
戸
）
お
よ

び
自
宅

●
対
象
者

次
の
条
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人
　
○
６０
歳
以
上
で
、
３

年
間
継
続
し
て
参
加
で
き
る
人

○
市
や
職
場
で
の
基
本
検
診
、
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
お
り
異
常

の
な
い
人
　
○
医
師
か
ら
運
動
を

制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

●
内
容

体
力
測
定
の
結
果
を
基
に
、

一
人
ひ
と
り
に
適
し
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供

●
定
員

１
０
０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料

月
１
０
０
０
円
（
初
回

は
教
材
費
９
０
０
０
円
程
度
が
必

要
）

●
申
込
締
切

４
月
３０
日
（
金
）

●
注
意
事
項

○
受
講
決
定
後
、
市

や
職
場
で
の
基
本
検
診
、
人
間
ド

ッ
ク
の
最
新
結
果
を
提
出
　
○
１

年
以
内
に
各
検
診
な
ど
を
受
診
し

て
い
な
い
人
は
、
主
治
医
の
運
動

可
否
決
定
書
が
必
要

※
期
日
な
ど
詳
細
は
、
受
講
決
定
後

に
通
知
し
ま
す
。
問
診
な
ど
の
結

果
に
よ
り
、
参
加
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

い
き
い
き
長
寿

課
中
部
大
学
地
域
連
携
講
座
―――――――

受
講
生
を
募
集

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
や
理

論
か
ら
、
現
代
青
少
年
の
特
徴
な
ど

を
解
説
す
る
市
民
大
学
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

６
月
１７
日
（
木
）
、
２４
日

（
木
）
の
全
２
回

●
時
間

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
演
題

青
年
の
心
理
を
探
る

●
講
師

小
塩
真
司
さ
ん
（
中
部
大

学
助
教
授
）

●
定
員

６０
人
（
抽
選
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
「
地

域
連
携
講
座
受
講
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
昼
間
の
連
絡

先
）
を
明
記
し
、
〒
５
０
９
‐
０

２
１
４
広
見
７
‐
７７
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
あ
て
に
送
る

●
申
込
期
間

４
月
１９
日
（
月
）
〜

５
月
３１
日
（
月
）

●
問
合
先

同
課
同
係u

~
２
０
０
５

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
―――――――――

講
座
参
加
者
を
募
集

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
は
、
か
ら

く
り
講
座
「
弓ゆ

み

曳ひ
き

童ど
う

子じ

を
作
っ
て
か

ら
く
り
を
知
ろ
う
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日

６
月
２７
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

●
場
所

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

（
瑞
浪
市
明
世
町
）

●
内
容

か
ら
く
り
人
形
の
弓
曳
童

子
を
作
り
、
科
学
的
な
構
造
や
仕

組
み
な
ど
を
学
ぶ

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員

１２
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

７
５
０
０
円

●
申
込
方
法

電
話
、
電
子
メ
ー
ル

（sciencew
@
astec -gifu.jp

）
で

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
に
申
し
込

む
（
月
曜
日
は
休
館
日
）

●
申
込
期
間

４
月
２９
日
（
祝
）
〜

５
月
２９
日
（
土
）

●
問
合
先

サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

u
０
５
７
２
É
１
１
５
１

募
集

建
築
形
態
の
規
制
が
変
更

建
築
形
態
の
規
制
が
変
更

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
地
域

こ
れ
ま
で
白
地
地
域
（
用
途
地

域
の
指
定
の
な
い
地
域
）
に
お
け

る
建
築
形
態
に
つ
い
て
は
、
建
ぺ

い
率
７０
パ
ー
セ
ン
ト
、
容
積
率
４

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
県
内
一

律
に
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
実
に
は
、
低
密
度
な
土

地
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
土
地
利
用
の
中
に
、

い
っ
た
ん
高
容
積
の
建
築
物
が
建

築
さ
れ
た
場
合
、
周
辺
の
低
密
度

な
建
築
物
と
の
間
で
日
照
な
ど
の

相
隣
関
係
上
の
問
題
や
、
交
通
の

局
所
的
混
乱
を
招
く
な
ど
の
問
題

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状

の
土
地
利
用
に
適
し
た
容
積
率
や

建
ぺ
い
率
な
ど
の
形
態
値
に
変
更

指
定
し
、
平
成
１６
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
変
更
内
容
）

●
建
ぺ
い
率
　
建
築
物
の
建
築
面

積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

（
旧
）
７０
％

（
新
）
６０
％

●
容
積
率

建
築
物
の
延
べ
床
面

積
（
各
階
の
床
面
積
の
合
計
）

の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

（
旧
）
４
０
０
％

（
新
）
２
０
０
％

●
問
合
先

建
築
指
導
課

建ぺい率（％）＝建築面積C（m２）／敷地面積Ａ（ｍ２） 

敷地面積　Ａ 

道  路 

建築面積　Ｃ 

敷地面積　Ａ 

道  路 

延べ床面積  Ｂ 

容積率（％）＝延べ床面積Ｂ（m２）／敷地面積Ａ（ｍ２） 

２Ｆ 

１Ｆ 

２Ｆ 

１Ｆ 
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都
市
定
住
促
進
優
良
住
宅
―――――――

入
居
者
を
募
集

市
が
建
設
時
に
補
助
を
し
た
優
良

な
賃
貸
住
宅
「
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
・

ソ
ナ
ン
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格

同
居
親
族
が
あ
る
世

帯
で
一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数

１
戸
（
公
開
抽
選
）

●
所
在
地

今
渡
２
６
１
１
‐
１

●
建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
５
階
建
て
（
間
取
り
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）

●
申
込
締
切

５
月
１７
日
（
月
）

●
申
込
先

め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組

合
可
児
不
動
産
セ
ン
タ
ー

u
~
１
４
４
４

●
問
合
先

建
築
指
導
課

図
書
館
講
座
――――――――――――――――

語
る
楽
し
さ
を
学
ぼ
う

図
書
館
は
、
お
話
を
語
る
楽
し
さ

を
学
ぶ
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ

講
座
」（
全
４
回
）
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
１２
日
、
１９
日
、
２６
日
、

６
月
２
日
の
す
べ
て
水
曜
日

●
時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
講
師

下
澤
い
づ
み
さ
ん
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
師
）

●
定
員

３０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

無
料

●
申
込
開
始
日

４
月
２１
日
（
水
）

※
車
で
来
る
人
は
、
第
３
駐
車
場
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
館

u
~
５
１
２
０

炭
焼
き
入
門
講
座
――――――――――――

参
加
者
を
募
集

里
山
ク
ラ
ブ
可
児
は
、
炭
焼
き
に

つ
い
て
学
ぶ
実
践
講
座
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
２５
日
（
日
）

●
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
ご

ろ
（
可
児
市
役
所
に
集
合
、
解
散
）

●
場
所

関
市
ふ
ど
う
の
森
（
関
市

迫
間
）

●
内
容

窯
作
り
か
ら
炭
焼
き
ま
で

●
対
象
者

今
後
、
我
田
の
森
（
久

々
利
）
で
炭
焼
き
を
始
め
た
い
人

●
定
員

１０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費

無
料

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

可
児
市
音
楽
祭
２
０
０
４
―――――――

出
演
者
を
募
集

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
７
月

に
開
催
す
る
「
可
児
市
音
楽
祭
２
０

０
４
」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
音
楽
活
動
を
、
ア
ー
ラ

の
舞
台
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日

７
月
１１
日
（
日
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
出
演
時
間

１
団
体
に
つ
き
２０
分

程
度

●
申
込
資
格

次
の
い
ず
れ
も
満
た

す
団
体
　
○
１０
人
以
上
で
ク
ラ
シ

ッ
ク
系
音
楽
を
演
奏
す
る
団
体

（
吹
奏
楽
、
民
俗
音
楽
、
合
唱
な

ど
を
含
む
）

○
出
演
者
に
可
児

市
在
住
者
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、

ま
た
は
可
児
市
内
で
活
動
を
し
て

い
る
団
体

●
定
数

１５
団
体

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

各
連
絡
所
、
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
出
演

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
財
団
（
同
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提

出
す
る

●
申
込
締
切

５
月
１５
日
（
土
）

※
使
用
設
備
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
な

ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先

同
財
団
u
|
３
３
１
１

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
――――

自
分
の
世
界
を
広
げ
よ
う

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
は
、

平
成
１６
年
度
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
先
に
よ
っ
て
内
容
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
資
料

の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
派
遣
先
と
内
容

○
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
な
ど
　
○
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
７
カ
国
＝
学
校
体
験
、
英
語
研

修
な
ど
　
○
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

＝
自
然
体
験
な
ど

●
対
象
者

小
学
３
年
生
〜
高
校
３

年
生

●
申
込
締
切

６
月
７
日
（
月
）
〜

２１
日
（
月
）
事
業
に
よ
る

●
資
料
請
求
・
問
合
先

同
協
会

（
〒
１
６
０
‐
０
０
０
４
東
京
都

新
宿
区
四
谷
２
‐
１１
大
村
ビ
ル
３

階
）
u
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４

２
１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.kskk.or.jp

環境に 
やさしい ２４ 活

生 術

　自然の中で過ごすことが気持ちの良い季節
となりました。自然の中に出掛けて行った
ら、当然ですが、ごみは持ち帰りましょう。
お菓子の包みやビニール袋、タバコのフィル
ターなどのほとんどは、分解されずにずっと
自然の中に残ってしまう物質です。それが川
や土を汚したり、生き物たちを苦しめたりす
ることもあります。 
　私たち人間も同じ自然の中で生きていると
いうことを忘れないようにしたいものです。 
 

ごみは持ち帰りましょう 

●問合先　環境課 

「きれいな自然の中にゴミが…。せっかくの気分が 
   だいなしですよね」 
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６
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
―――

市
民
大
会
を
開
催

可
児
市
体
育
指
導
委
員
会
と
可
児

市
６
人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
は
、「
第
４
回
か
に
６
市
民
大
会
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
ス
に
高

校
生
も
出
場
で
き
ま
す
。

●
期
日

５
月
３０
日
（
日
）

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

ほ
か

●
参
加
資
格

１
チ
ー
ム
７
人
以
上

●
競
技
内
容

通
常
ル
ー
ル
に
よ
る

男
性
２
人
ま
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク

ラ
ス
（
高
校
生
以
上
）
と
、
男
女

構
成
自
由
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ス

（
中
学
生
以
上
）
の
２
ク
ラ
ス

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

た
は
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
用

紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し

込
む

●
申
込
締
切

５
月
５
日
（
祝
）

組
合
せ
抽
選
会

▽
期
日

５
月
２２
日
（
土
）

▽
時
間

午
後
７
時

▽
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
問
合
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

u
~
８
６
０
３

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
――――――――

講
演
会
を
開
催

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
ホ
ス

ピ
ス
や
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
特
別
講
演
会
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
８
日
（
土
）

●
時
間

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

●
場
所

ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ
み

（
多
治
見
市
豊
岡
町
）

●
演
題

が
ん
患
者
さ
ん
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

●
講
師

川
野
雅
資
さ
ん
（
三
重
県

立
看
護
大
学
精
神
看
護
学
教
授
）

●
参
加
費

５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

同
事
務
局

u
０
５
７
２
k
３
９
３
２

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
―――――――

い
き
い
き
教
室
調
理
編
を
開
催

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
栄

養
士
を
講
師
に
迎
え
、
健
脳
食
（
脳

を
健
や
か
に
す
る
た
め
の
食
生
活
）

を
作
る
「
い
き
い
き
教
室
調
理
編
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
場
所

○
５
月
１４
日
（
金
）

＝
春
里
公
民
館
　
○
５
月
２８
日

（
金
）
＝
桜
ケ
丘
公
民
館

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０

分
●
対
象
者

市
内
に
住
む
お
お
む
ね

６５
歳
以
上
の
人

●
定
員

各
２５
人

●
参
加
費

５
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先

○
５
月
１４
日
＝

春
里
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

u
}
１
１
２
２
　
○
５
月
２８
日
＝

花
ト
ピ
ア
可
児
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
u
x
０
１
６
１

可
児
市
弓
道
協
会
――――――――――――

弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

可
児
市
弓
道
協
会
は
、
弓
道
教
室

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

５
月
７
日
（
金
）
〜
６
月

８
日
（
火
）
の
毎
週
火
・
金
曜
日

（
計
１０
回
）

●
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所

市
弓
道
場
（
坂
戸
・
海
洋

セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
弓
道
部
に
所
属
す
る
高
校
生
は

除
く
）

●
定
員

２０
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料

３
０
０
０
円

●
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装（
上

着
は
ボ
タ
ン
の
な
い
も
の
）

●
申
込
・
問
合
先

同
弓
道
場
（
u

Ä
６
１
１
８
）
ま
た
は
同
協
会
事

務
局
の
横
井
史
彦
さ
ん
（
u
~
１

８
２
３
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
―――――――

子
育
て
支
援
講
座
を
開
催

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、
子
育
て
支
援
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間

５
月
１７
日
（
月
）
〜
６
月

２９
日
（
火
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
定
員

２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

●
申
込
方
法

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

総
合
会
館
分
室
（
J
R
可
児
駅
西
）、

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
申
し
込
む

●
申
込
締
切

５
月
６
日
（
木
）

※
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
連
絡
。

●
問
合
先

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
　
　
　
u
Ä
５
８
１
１

熱戦を繰り広げる参加者（昨年）

入 園 割 引 券  
可児市民特別 

春の公園まつり 春の公園まつり 春の公園まつり 

バラまつり バラまつり バラまつり 

４月１７日（土）～５月９日（日） ４月１７日（土）～５月９日（日） 

５月１５日（土）～６月２０日（日） ５月１５日（土）～６月２０日（日） 

花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園●●開催期間中は休まず開園● 
花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園● 

入 園 割 引 券  
可児市民特別 

春の公園まつり 春の公園まつり 春の公園まつり 

バラまつり バラまつり バラまつり 

４月１７日（土）～５月９日（日） ４月１７日（土）～５月９日（日） 

５月１５日（土）～６月２０日（日） ５月１５日（土）～６月２０日（日） 

花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園●●開催期間中は休まず開園● 
花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園● 

入 園 割 引 券  
可児市民特別 

春の公園まつり 春の公園まつり 春の公園まつり 

バラまつり バラまつり バラまつり 

４月１７日（土）～５月９日（日） ４月１７日（土）～５月９日（日） 

５月１５日（土）～６月２０日（日） ５月１５日（土）～６月２０日（日） 

花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園●●開催期間中は休まず開園● 
花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園● 

入 園 割 引 券  
可児市民特別 

春の公園まつり 春の公園まつり 春の公園まつり 

バラまつり バラまつり バラまつり 

４月１７日（土）～５月９日（日） ４月１７日（土）～５月９日（日） 

５月１５日（土）～６月２０日（日） ５月１５日（土）～６月２０日（日） 

花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園●●開催期間中は休まず開園● 
花フェスタ記念公園 
●開催期間中は休まず開園● 
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防
衛
庁
――――――――――――――――――――

自
衛
官
を
募
集

防
衛
庁
は
、
１６
年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
１６
年

４
月
１
日
現
在
で
次
の
項
目
に
該

当
す
る
人

●
対
象
者

○
一
般
・
技
術
＝
大
学

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
２０
歳

以
上
２６
歳
（
大
学
院
は
２８
歳
）
未

満
の
人
　
○
医
科
・
歯
科
・
薬
剤

科
＝
専
門
の
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
医
科
・
歯
科
は
２０
歳

以
上
３０
歳
未
満
の
人
、
薬
剤
科
は

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
人

●
申
込
締
切

５
月
１１
日
（
火
）

●
一
次
試
験

５
月
２２
日
（
土
）
ほ

か
●
問
合
先

自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務

所
（
可
茂
総
合
庁
舎
内
）

u
Y
７
４
９
５

青
年
海
外
協
力
隊
――――――――――――

海
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
機
構
は
、
青

年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊

▽
対
象
者

２０
〜
３９
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
人

▽
募
集
職
種

農
林
水
産
、
加
工
、

保
守
操
作
、
土
木
建
築
、
保
健
衛

生
な
ど
の
７
部
門
、
１
４
０
職
種

▽
派
遣
期
間

２
年

▽
説
明
会

５
月
７
日
（
金
）
午
後

６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
　
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
渡
）

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
対
象
者

４０
〜
６９
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
人

▽
募
集
分
野

計
画
・
行
政
、
公
共
・

公
益
事
業
、
農
林
水
産
、
鉱
工
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
・
観
光
な
ど

の
９
分
野

▽
派
遣
期
間

１
〜
２
年

▽
説
明
会

５
月
１０
日
（
月
）
午
後

２
時
〜
４
時
　
栄
ガ
ス
ビ
ル
（
名

古
屋
市
）

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
対
象
者

２０
〜
３９
歳
の
日
本
国
籍

を
持
つ
人

▽
募
集
職
種

農
林
水
産
、
教
育
文

化
、
医
療
福
祉
な
ど

▽
派
遣
期
間

２
年
間

▽
説
明
会

５
月
１１
日
（
火
）
午
後

６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分
　
ぱ
る
る

プ
ラ
ザ
（
岐
阜
市
）

〔
共
通
事
項
〕

●
募
集
締
切

５
月
２０
日
（
木
）

●
問
合
先

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部

u
０
５
２
（
７
０
２
）
１
３
９
１

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
――――――――――

テ
ー
マ
は
「
お
べ
ん
と
う
」

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
花
の
ま
ち

可
児
・
手
づ
く
り
絵
本
大
賞
の
第
７

回
募
集
テ
ー
マ
と
継
続
テ
ー
マ
が
決

ま
り
ま
し
た
。

●
テ
ー
マ

○
第
７
回
＝
「
お
べ
ん

と
う
」

○
継
続
＝
「
バ
ラ
」

●
募
集
期
間

８
月
１０
日
（
火
）
〜

９
月
１０
日
（
金
）
必
着

※
募
集
要
項
は
、
各
連
絡
所
、
図
書

館
な
ど
に
設
置
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

u
~
２
０
０
５

給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
―――――――

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
説
明
会
を
開
催

市
は
、
１７
・
１８
年
度
に
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
お
り
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
（
民
間
資
金
等
の
活
用

に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促

進
に
関
す
る
法
律
）
と
し
て
進
め
る

方
針
で
す
。
そ
こ
で
概
要
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

４
月
２３
日
（
金
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

●
場
所

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か

い
）

●
問
合
先

教
育
総
務
課

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
―――――

黄
金
週
間

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

も
開
館

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
の
祝

日
も
施
設
を
開
館
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
期
間

４
月
２９
日
（
祝
）
〜

５
月
５
日
（
祝
）

●
問
合
先

エ
コ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

u
Ç
４
１
１
１
、
わ
く
わ
く
体

験
館
u
Ç
１
５
１
５

入園割引券 

〈有効期間〉H１６.４.１７～６.２０ 

   ※本券で５人まで入園できます。 
 

４００円  
２５０円  
１５０円  

大 人  
高 校 生  
小・中学生 

（月曜日は休園日。祝日・振替 
　休日の場合は翌日が休園日） 

入園割引券 

〈有効期間〉H１６.４.１７～６.２０ 

   ※本券で５人まで入園できます。 
 

４００円  
２５０円  
１５０円  

大 人  
高 校 生  
小・中学生 

（月曜日は休園日。祝日・振替 
　休日の場合は翌日が休園日） 

入園割引券 

〈有効期間〉H１６.４.１７～６.２０ 

   ※本券で５人まで入園できます。 
 

４００円  
２５０円  
１５０円  

大 人  
高 校 生  
小・中学生 

（月曜日は休園日。祝日・振替 
　休日の場合は翌日が休園日） 

入園割引券 

〈有効期間〉H１６.４.１７～６.２０ 

   ※本券で５人まで入園できます。 
 

４００円  
２５０円  
１５０円  

大 人  
高 校 生  
小・中学生 

（月曜日は休園日。祝日・振替 
　休日の場合は翌日が休園日） 

可児市民特別 可児市民特別 可児市民特別 可児市民特別 

案
内

施 設 名  

エコサイクル
プラザ 
 
 
 

わくわく 
体験館 

開館時間 

午前９時３０分 
～午後４時 

 
 
 

午前９時～ 
午後４時 

業 務 概 要  

・期間中の施設見学については
通常通り 

・リサイクル自転車無料抽選会 
　　抽選日　５月６日（木） 
　　台数　１５台 
・肥料の無料配布 

・期間中の業務は通常通り（利
用には予約が必要） 

▽
 

▽
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市
小
口
融
資
制
度
――――――――――――

融
資
限
度
額
を
変
更

市
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で

も
積
極
的
に
事
業
展
開
を
図
る
、
市

内
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、

市
小
口
融
資
制
度
の
融
資
限
度
額
を

変
更
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

●
融
資
限
度
額

○
運
転
資
金
＝
過

去
１
年
間
の
販
売
高
の
２
カ
月
分

以
内
ま
で
　
○
設
備
資
金
＝
設
備

の
見
積
金
額
以
内
で
、
過
去
１
年

間
の
販
売
高
の
５０
％
以
内
ま
で

（
ど
ち
ら
も
最
高
で
１
２
５
０
万

円
ま
で
）

●
対
象
者

市
内
で
１
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
で
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

●
貸
付
利
率

年
利
０
・
７５
％

●
信
用
保
証
料
率

０
・
６５
％
ま
た

は
０
・
９４
％

●
貸
付
期
間

９６
カ
月
（
８
年
）
ま

で
●
利
子
補
給

初
年
度
分
の
貸
付
利

率
の
利
子
を
最
高
１５
万
円
ま
で
補

給
（
申
請
は
貸
付
実
行
か
ら
１
年

後
）

●
受
付
場
所

商
工
観
光
課
、
ま
た

は
十
六
銀
行
、
東
濃
信
用
金
庫
、

岐
阜
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
、
岐

阜
信
用
金
庫
の
各
支
店
お
よ
び
出

張
所

●
問
合
先

商
工
観
光
課

労
働
保
険
料
――――――――――――――――

申
告
と
納
付
は
お
早
め
に

毎
年
、
４
・
５
月
は
労
働
保
険
料

の
申
告
・
納
付
（
年
度
更
新
）
の
時

期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１５
年
度

確
定
保
険
料
と
平
成
１６
年
度
概
算
保

険
料
の
申
告
・
納
付
期
限
は
５
月
２０

日
（
木
）
で
す
。

期
限
ま
で
に
正
し
く
申
告
・
納
付

を
終
え
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
書

き
方
、
内
容
な
ど
不
明
な
点
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

岐
阜
労
働
局
u
０
５
８

（
２
４
５
）
８
１
１
５
ま
た
は
、
多

治
見
労
働
基
準
監
督
署
u
０
５
７

２
V
６
３
８
１

市
立
保
育
園
――――――――――――――――

園
庭
で
遊
ぼ
う

市
立
保
育
園
は
、
５
月
の
「
ゆ
う

ゆ
う
ひ
ろ
ば
」
を
行
い
ま
す
。

●
期
日

○
久
々
利
保
育
園
＝
５
月

７
日
（
金
）、
１８
日
（
火
）

○
土

田
保
育
園
＝
５
月
１３
日
（
木
）
、

２５
日
（
火
）

○
め
ぐ
み
保
育
＝

５
月
６
日
（
木
）
、
１９
日
（
水
）

雨
天
中
止

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０

分
●
問
合
先

各
保
育
園
（
久
々
利
u

Å
１
５
１
２
・
土
田
u
Z
８
３
１

８
・
め
ぐ
み
u
~
３
９
３
２
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動
ポ
ス
タ
ー
展
―――

優
秀
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市
は
、
昨
年
１２
月
に
募
集
し
た

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
ポ
ス
タ
ー
」
の

優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

応
募
作
品
１
０
４
５
点
の
中
か
ら
、

入
賞
、
入
選
と
な
っ
た
１
０
３
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
間

４
月
１９
日
（
月
）
〜
５
月

７
日
（
金
）

●
場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

●
問
合
先

維
持
管
理
課

不
用
品
紙
上
交
換

●
ゆ
ず
り
ま
す

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
（
１
人
使
用
）、
ベ
ビ
ー
カ

ー
（
７
年
前
に
購
入
）
を
取
り
に

こ
ら
れ
る
人
に
無
料
で
（
古
瀬
弘

子
さ
ん
u
Ä
２
９
４
３
）

○
２４

型
お
よ
び
２６
型
自
転
車
（
そ
れ
ぞ

れ
１０
年
前
に
購
入
）
を
取
り
に
こ

ら
れ
る
人
に
無
料
で
（
三
宅
信
英

さ
ん
u
Ä
１
７
０
１
）

○
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
１
６
０
㎝
用
（
６
年
前

購
入
）、
同
１
８
０
㎝
用
（
４
年

前
購
入
）
を
取
り
に
こ
ら
れ
る
人

に
無
料
で
（
小
野
田
和
昭
さ
ん
u

Z
７
４
６
９
）

●
問
合
先

商
工
観
光
課

★子どもワクワク探偵団 
とっておきの情報を教えてください 
　市は、市内のさまざまな事柄をリポートする「子ど
もワクワク探偵団」の団員を募集します。 
　寄せられた情報は、広報かにやケーブルテレビ可児
などで取り上げて紹介します。 
 
●対象者　市内在学の小･中学生 
●募集人数　１０人（選考） 
●申込方法　本人と保護者の氏名、住所、学校名、学年、電
話番号、リポートしたいことを記入の上、はがき（〒５０９-０２９
２ 広見一丁目１番地　市役所市政情報課）、 
　電子メール（siseijoho@city.kani.gifu.jp）、 
　ファクス（}０３４５）のいずれかで送る 
●申込締切　　５月７日（金）必着 
【結団式】 
　期日　５月２２日（土） 
　時間　午前１０時～ 
　場所　総合会館（市役所向かい） 
●問合先　市政情報課 

▽
 ▽
 ▽
 

５月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  陶磁器 
類 

ガラス類 
瓶資源 
紙容器 

5月のがれき処分場（大森・福寿苑南）利用日 
9日（日）・23日（日）受付：午前9時～午後4時30分 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井  
今渡・土田  
菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・  
若葉台・虹ケ丘  

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・  
光陽台・長洞・帷子新町  

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・ 
塩・塩河・室原・坂戸台  

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・  
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・  
渕之上  

下切・北姫ニュータウン・みずきケ丘・ 
今・広眺ケ丘・広見  

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・  
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

 17（月） 

  6（木） 

 10（月） 

 13（木） 

 19（水） 

 11（火） 

  7（金） 

 14（金） 

 
 

 

  
  
 
 

 8（土） 

15（土） 

22（土） 

29（土） 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
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保　健 保　健 

相　談 相　談 
月日 場　　　所 時　間 

移動図書館 
「ひまわり号」巡回予定表 

4／27 
（火） 

5／7 
（金） 

桂ケ丘二丁目バス停  

桜ケ丘給水タンク東側 

桜 ケ 丘 小 学 校  

福 寿 苑  

久 々 利 連 絡 所  

大 平 公 民 館  

し ら さ ぎ 団 地  

ＪＡめぐみの塩河出張所 

緑 三 丁 目 公 園  

虹ケ丘はなのき公園  

2:00～2:50 

3:00～3:40 

3:45～4:30 

1:30～2:00 

2:15～2:45 

3:00～3:30 

3:50～4:30 

2:10～2:40 

3:00～3:30 

3:45～4:20

28 
（水） 

移動図書館・ひまわり号は、あなたの近くへ
２,５００冊の本を積んで巡回しています。 
図書館まで遠くて利用しにくい皆さん、近くの
停車場所でご利用ください。 

 
 
 
 
献血 
●期日　４月２７日（火）　●時間
１０時～１時、２時～４時　●場所
ユニー可児店（中恵土）　※４００
m l献血にご協力ください。 
 
母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日　●受付時
間　９時１５分～９時３０分　●場
所　保健センター 
 
ポリオ 
●期日　４月２６日（月）　●受付
時間　２時～２時３０分　●場所
土田公民館　●対象者　投与日
を基準として、生後３カ月から９０カ
月までの乳幼児で、未投与者と１
回投与済者　※生後３カ月を過ぎ
たら、できるだけ早く投与を受けて
ください。また２回目投与は、１回目
との間隔を６週間以上空けてくだ
さい。 

 
３種・２種混合（初回・追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 対象者　生後５カ月以上９０カ
月未満　○３種＝百日ぜきにかか
ったことのない子（３～８週間の間
隔で３回接種）　○２種＝百日ぜ
きにかかったことのある子（４～６
週間の間隔で２回接種）　※追加
接種は初回終了後１年～１年半の
間隔で行います。接種前には必ず
お子さんの体温を測ってください。 
 
１歳６カ月児健康診査 
●期日　５月７日（金）　●受付時
間 　１時 ～１時１５分 　 ● 場 所  
保健センター　●対象者　１４年
１０月１日～１５日生まれ 

 
あこがれママ教室 
● 期 日 　１課 ＝５月７日（ 金 ） 
●受付時間　９時１０分～９時２０分
●場所　保健センター　●内容  
妊娠中の生活と栄養（試食） 
 
成人健康相談 
●期日　５月１０日（月）　●受付
時間　９時３０分～１１時　●場所
保健センター　●対象者　一般
成人　●内容　○健康相談（血
圧 測 定、検 尿、体 脂 肪 率 測 定 ） 
○栄養相談（家庭の味噌汁の塩
分測定）　○歯科相談 

 
 
 
 
法律相談  
●期日　４月２７日（火）、５月７日
（金）　●時間　１時～４時（受け
付けは２時まで）　●場所　福祉
センター（今渡）　●問合先　まち
づくり推進課 
 
住宅（建築）相談  
●期日　５月７日（金）　●時間  
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※耐震、住宅性能表示
制度、保証制度の相談も受け付け
ます。　●問合先　建築指導課 
 
景観相談  
●日時　○建築意匠＝５月１１日
（火）２時～４時　○デザイン・色
彩＝５月２０日（木）９時３０分～１１
時３０分　●場所　市役所１階相
談室　●申込方法　都市計画課
へ 電 話で予 約する　 ● 問 合 先  
同課 
 
ことば・発達相談 
●日時　平日の３時３０分～４時３０ 
分 に 電 話 で 受 け 付 け 、調 整  
●場所　養護訓練センター（可児
警察署西）　●申込・問合先　同
センター　u|０２５５ 

 
心配ごと相談  
●期日　毎週火曜日　●時間　１
時～４時　●場所　福祉センター
● 問 合 先 　 市 社 会 福 祉 協 議 会
u~１５５５ 
 
生涯楽習相談 
●期日と場所　○５月１日（土）＝
広見公民館ゆとりピア　○５月９日
（日）＝文化創造センター（下恵土）
●時間　１時～４時　※子どもボラ
ンティア相談も受け付けます。　●問
合先　生涯学習課 
 
男女共同参画・交流サロン  
●期日　５月１日（土）　●時間　１
時３０分～４時３０分　●場所　文
化創造センター　※専任のアドバイ
ザーによる個別相談もあります。 
●問合先　総合政策課 
 
男女共同参画・法律相談 
●期日　５月８日（土）　●時間　３
時～５時　●場所　文化創造セン
ター　●相談員　女性の弁護士  
●申込方法　総合政策課へ電話で
予約する　●申込開始日　４月２６
日（月）　※主に女性の人権に関す
る悩みや問題（離婚、相続、金銭貸
借、雇用問題、女性や子どもへの暴
力など）について、ご相談ください。
●問合先　同課 

 

　乳児健診・１歳６カ月児健診・３ 
歳児健診と保健センターで行われ 
る予防接種の番号札は、午前８時３０
分から受付に用意しています。番号 
札を利用する場合は、母子健康手帳 
を持参の上、お越しください。 
●問合先　健康増進課 

下恵土公民館 

期 日   受 付 時 間   場 所  
 ４／２７ 

（火） 

５／６ 
（木） 

５／１０ 
（月） 

１時３０分 
～２時３０分 

２時～ 
　２時３０分 

保健センター 

帷子公民館 
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